
億円 伸び率 億円 構成割合 億円 構成割合 億円 構成割合 億円 構成割合
1950（S25） 1,261 646 51.2%
1951（S26） 1,571 24.6% 804 51.1% ・・・ ・・・
1952（S27） 2,194 39.7% 1,149 52.3% ・・・ ・・・
1953（S28） 2,577 17.5% 1,480 57.5% ・・・ ・・・
1954（S29） 3,841 49.0% 1,712 44.6% ・・・ ・・・
1955(S30) 3,893 1.4% 1,919 49.3% ・・・ ・・・

1956（S31） 3,986 2.4% 2,018 50.6% ・・・ ・・・

1957（S32） 4,357 9.3% 2,224 51.0% ・・・ ・・・

1958（S33） 5,080 16.6% 2,099 41.3% ・・・ ・・・

1959（S34） 5,778 13.7% 2,523 43.7% ・・・ ・・・

1960（S35） 6,553 13.4% 2,942 44.9% ・・・ ・・・

1961（S36） 7,900 20.6% 3,850 48.7% ・・・ ・・・

1962（S37） 9,219 16.7% 4,699 51.0% ・・・ ・・・

1963（S38） 11,214 21.6% 5,885 52.5% ・・・ ・・・

1964（S39） 13,475 20.2% 7,328 54.4% 3,056 22.7% 3,091 22.9% ・・・ ・・・
1965（S40） 16,037 19.0% 9,137 57.0% 3,508 21.9% 3,392 21.2% ・・・ ・・・
1966（S41） 18,670 16.4% 10,766 57.7% 4,199 22.5% 3,705 19.8% ・・・ ・・・
1967（S42） 21,644 15.9% 12,583 58.1% 4,947 22.9% 4,114 19.0% ・・・ ・・・
1968（S43） 25,096 15.9% 14,679 58.5% 5,835 23.3% 4,582 18.3% ・・・ ・・・
1969（S44） 28,775 14.7% 17,025 59.2% 6,688 23.2% 5,061 17.6% ・・・ ・・・
1970（S45） 35,239 22.5% 20,758 58.9% 8,562 24.3% 5,920 16.8% ・・・ ・・・
1971（S46） 40,296 14.4% 22,575 56.0% 9,732 24.2% 7,990 19.8% ・・・ ・・・
1972(S47) 49,889 23.8% 28,195 56.5% 11,703 23.5% 9,990 20.0% ・・・ ・・・
1973（S48） 62,640 25.6% 34,390 54.9% 16,218 25.9% 12,033 19.2% ・・・ ・・・
1974（S49） 90,437 44.4% 47,375 52.4% 26,139 28.9% 16,923 18.7% ・・・ ・・・
1975（S50） 118,192 30.7% 57,321 48.5% 38,047 32.2% 22,825 19.3% ・・・ ・・・
1976（S51） 145,796 23.4% 68,320 46.9% 52,548 36.0% 24,928 17.1% ・・・ ・・・
1977（S52） 169,883 16.5% 76,497 45.0% 64,903 38.2% 28,483 16.8% ・・・ ・・・
1978（S53） 198,965 17.1% 89,420 44.9% 77,336 38.9% 32,209 16.2% ・・・ ・・・
1979（S54） 221,040 11.1% 98,007 44.3% 88,710 40.1% 34,323 15.5% ・・・ ・・・
1980（S55） 249,290 12.8% 107,598 43.2% 103,330 41.4% 38,362 15.4% ・・・ ・・・
1981（S56） 277,358 11.3% 115,536 41.7% 119,122 42.9% 42,699 15.4% ・・・ ・・・
1982（S57） 301,180 8.6% 124,447 41.3% 131,992 43.8% 44,741 14.9% ・・・ ・・・
1983（S58） 319,936 6.2% 131,319 41.0% 142,563 44.6% 46,054 14.4% ・・・ ・・・
1984（S59） 336,582 5.2% 136,379 40.5% 152,877 45.4% 47,327 14.1% ・・・ ・・・
1985（S60） 356,984 6.0% 143,595 40.2% 167,193 46.8% 46,106 12.9% ・・・ ・・・
1986(S61) 386,002 8.2% 152,299 39.5% 185,664 48.1% 48,039 12.4% ・・・ ・・・
1987（S62） 407,475 5.6% 160,801 39.5% 197,965 48.6% 48,709 12.0% ・・・ ・・・
1988（S63） 424,733 4.2% 167,507 39.4% 208,437 49.1% 48,789 11.5% ・・・ ・・・
1989（H元） 450,653 6.1% 177,547 39.4% 223,192 49.5% 49,914 11.1% ・・・ ・・・
1990（H２） 474,238 5.2% 186,254 39.3% 237,772 50.1% 50,212 10.6% ・・・ ・・・
1991（H３） 503,774 6.2% 197,824 39.3% 253,073 50.2% 52,878 10.5% ・・・ ・・・
1992（H４） 540,788 7.3% 212,539 39.3% 270,717 50.1% 57,533 10.6% ・・・ ・・・
1993（H５） 570,636 5.5% 221,326 38.8% 286,817 50.3% 62,493 11.0% ・・・ ・・・
1994（H６） 607,314 6.4% 233,126 38.4% 306,268 50.4% 67,921 11.2% ・・・ ・・・
1995（H７） 649,918 7.0% 246,608 37.9% 330,614 50.9% 72,695 11.2% ・・・ ・・・
1996（H８） 678,327 4.4% 257,816 38.0% 344,994 50.9% 75,517 11.1% ・・・ ・・・
1997（H９） 697,226 2.8% 259,227 37.2% 358,882 51.5% 79,117 11.3% ・・・ ・・・
1998（H10） 724,300 3.9% 260,269 35.9% 378,092 52.2% 85,939 11.9% ・・・ ・・・
1999（H11） 753,193 4.0% 270,132 35.9% 392,359 52.1% 90,703 12.0% ・・・ ・・・
2000(H12) 784,062 4.1% 266,049 33.9% 405,367 51.7% 112,646 14.4% 32,806 4.2%
2001(H13) 816,792 4.2% 272,320 33.3% 419,419 51.3% 125,053 15.3% 41,563 5.1%
2002(H14) 838,490 2.7% 268,767 32.1% 433,107 51.7% 136,616 16.3% 47,053 5.6%
2003(H15) 845,403 0.8% 272,020 32.2% 441,989 52.3% 131,394 15.5% 51,559 6.1%
2004(H16) 860,904 1.8% 277,173 32.2% 450,514 52.3% 133,216 15.5% 56,167 6.5%
2005(H17) 888,529 3.2% 287,444 32.4% 461,194 51.9% 139,891 15.7% 58,701 6.6%
2006(H18) 906,731 2.0% 293,174 32.3% 471,517 52.0% 142,040 15.7% 60,492 6.7%
2007(H19) 930,795 2.7% 302,291 32.5% 481,153 51.7% 147,350 15.8% 63,584 6.8%
2008(H20) 958,442 3.0% 308,655 32.2% 493,777 51.5% 156,009 16.3% 66,513 6.9%
2009（H21） 1,016,715 6.1% 321,038 31.6% 515,524 50.7% 180,153 17.7% 71,192 7.0%
2010（H22） 1,053,647 3.6% 336,440 31.9% 522,286 49.6% 194,921 18.5% 75,082 7.1%
2011（H23） 1,082,813 2.8% 347,874 32.1% 523,253 48.3% 211,686 19.5% 78,891 7.3%
2012（H24） 1,090,834 0.7% 353,432 32.4% 532,329 48.8% 205,073 18.8% 83,978 7.7%
2013（H25） 1,107,843 1.6% 360,751 32.6% 538,799 48.6% 208,293 18.8% 87,888 7.9%
2014(H26) 1,121,801 1.3% 367,806 32.8% 353,104 47.7% 218,891 19.5% 91,908 8.2%
2015(H27) 1,168,133 4.1% 385,640 33.0% 540,929 46.3% 241,564 20.7% 95,106 8.1%
2016(H28) 1,183,115 1.3% 388,162 32.8% 543,800 46.0% 251,154 21.2% 97,175 8.2%
2017(H29) 1,200,677 1.5% 394,230 32.8% 548,349 45.7% 258,098 21.5% 101,030 8.4%
2018(H30) 1,213,987 1.1% 397,480 32.7% 552,581 45.5% 263,926 21.7% 103,885 8.6%
2019(R元） 1,239,241 2.1% 407,226 32.9% 554,520 44.7% 277,494 22.4% 107,361 8.7%

（注）

４．2011年度集計時じ新たに追加した費用について、2005年度まで遡及したことから、2004年度との間で段差が生じている。

　　福祉・その他

介護対策費

１．四捨五入の関係で総数が一致しない場合がある。

768（48.9％）

　2,133(49.0％）

　2,981（58.7％）

　3,255（56.3％）

　3,611（55.1％）

1,046（47.7％）
1,096（42.5％）
2,129(55.4％）
1,974（50.7%）

　1,969（49.4％）

※国立社会保障・人口問題研究所　「社会保障費用統計」より

５．2011年度から、衆議院、参議院、国立国会図書館、裁判所、外務省及び防衛省における特別職の国家公務員に対する災害補償が追加されている。

３．介護対策は、2000年度から再掲をしている。

６．2015年度から、保育に要する費用に加え、小学校就学前の子どもの教育に要する費用も計上している。また、2004年度から2014年度の公立保育所の運
営費は推計値を用いていたが、2015年度以降決算値を用いて集計している。

７．2015年度から、集計の対象とする地方単独事業の範囲を変更したため、2014年度と2015年度の間で段差が生じている。

社会保障給付費・部門別推移（1950～2019年度）

２．部門別「医療」は、「疾病・出産－医療」と「業務災害－医療」の計、「年金」は「業務災害－年金」と「年金」の計、「福祉その他」はこれら以外の項目の計。

計

　4,050（51.3％）

　4,520（49.0％）

　5,329(47.5％）

　　医療 　　年金

615（48.8％）


